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木
肇
語
力
会
立
像

今
回
の
二
王
門
解
体
に
と
も
な

い
力
士
像
の
給
内
よ
り
墨
書
銘
が

発
見
さ
れ
、
檀
那
(
だ
ん
な
・
話
日

を
ま
と
め
た
中
心
人
物
)
満
五
良

と
仏
所
法
線
(
ぶ
っ
し
ょ
ほ
う
が

ん
・
仏
像
を
彫
る
彫
刻
師
の
位
)

弘
冨
の
手
に
よ
っ
て
、
延
一
徳
五
年

文
化
婦
と
い
え
ば
ん
古
い
価
値
の
あ
る
物
H

ぐ
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
す
ぐ
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て

二
王
像
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
が

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
文
化
財
は
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
大

判
明
叩
し
ま
し
た
。

き
な
縁
日
を
持
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
市
に
は
、
国
や
県
の
指
定
を
含
め
て
、
重
要
文
化
財
は
十

l
・
像
高
金
関
傑
二
・
八

O
M川

八
件
あ
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
「
ふ
同
こ
れ
ら
の
主
化
財
保
護
の
た
め
に
、
文
化
対
保
護
委
員
を

力
士
像
ニ
@
九
五
討

中
心
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
文
化
財
保
護
議
査
に
よ
り
、
金
百
観
音
堂
の
二
王
像
な
ど
沼

仕
草
芭
加
指
定
し
ま
し
た
:
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
長
い
液
史
の
中
で
人
が
作
り
出
し
た
文
化
財
を
前
潟
雌
鳴
子

大
切
に
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
度
話
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

前
尚
南
磯
子
(
さ
き
と
り
ぼ
や

文
化
向
は
、
専
門
家
の
研
究
対
そ
し
ザ
」
友
化
財
保
護
愛
員
が
新
た
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
は
し
)
は
、
四
之
宮
地
区
の
前
鳥
神

象
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
中
心
と
な
り
、
文
化
財
の
調
査
が
次
の
と
お
り
で
す
。
社
祭
磯
子
と
し
て
、
江
戸
時
代
中

に
と
っ
て
も
雲
へ
の
理
解
案
進
め
ら
れ
、
昭
叩
三
十
一
一
一
年
に
♂
金
問
問
警
暴
+
一
二
一

41
期
か
是
々
氏
子
(
う
じ
こ
)
に

め
る
た
め
に
大
い
に
役
立
ち
ま
術
工
芸
品
「
汗
ク
コ
海
底
像
」
と

F

よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
管
理
社
会
と
い
わ
れ
る
よ
う
相
模
人
形
芝
陣
虫
剤
鳥
座
を
向
1

重
要
金
日
銭
九
百
堂
百
二
一
王
門
は
、
構
す
。

な
今
[
門
司
と
か
く
人
間
の
か
心
の
又
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
下
以
造
づ
か
八
脚
内
、
入
母
屋
造
り
で
、

持
品
粂
氏
}
問
責
役
緩

荒
廃
々
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
後
、
金
回
目
観
点
周
波
や
昭
崎
駒
形
神
面
積
は
一
二
十
三
平
方
れ
で
す
。

こ
う
し
た
現
実
の
社
会
生
活
の
中
社
の
棟
弘
、
清
回
出
家
文
書
な
ど
現
在
、
内
は
傾
き
危
険
な
た
役
帳
は
、
縦
一
五
。
八
今
、
横

で
、
文
化
財
は
か
心
型
瓦
え
ψ

と
が
、
次
々
に
指
定
さ
れ
、
国
・
め
、
解
体
さ
れ
て
い
ま
す
。
解
体
一
一
三
今
、
本
文
一
石
一
一
一
丁
(
枚
)
か

な
り
、
感
動
を
号
え
一
亡
く
れ
る
力
県
・
市
あ
わ
せ
て
二
一
十
二
件
(
左
の
と
き
、
多
数
の
遺
書
銘
が
発
見
ら
な
り
、
薄
柿
色
の
表
紙
、
車
問
突

を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。
表
の
ど
お
り
)
に
な
り
ま
し
た
。
さ
れ
、
先
禄
十
一
年
(
一
六
九
八
紙
を
つ
け
庁
漏
袋
と
じ
の
向
子
で

こ
う
し
た
文
化
財
の
意
味
を
考
こ
の
中
に
は
、
登
山
座
や
金
回
観
年
)
に
悼
優
さ
れ
た
こ
と
と
、
部
す
。
ム
え
治
良
氏
所
有
高
崎
)

え
る
と
き
、
私
た
ち
の
必
再
開
の
唯
一
間
賞
な
ど
の
よ
う
に
、
市
の
指
端
正
材
の
一
部
に
元
禄
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
の
役
様
は
、
永
保
二
年
(
一

財
産
。
と
し
て
、
大
切
に
保
存
を
一
受
け
て
か
ら
悶
や
県
の
指
定
を
こ
と
約
百
年
前
(
室
町
期
)
の
物
五
五
九
年
)
に
、
北
条
氏
康
が
奉

し
、
後
世
に
伝
え
る
必
婆
性
が
あ
受
け
る
と
い
う
、
重
要
文
化
財
も
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
行
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
「
北
条
氏

り

ま

す

。

あ

り

ま

す

。

ま

し

た

。

所

出

向

役

帳

」

の

写

本

で

す

。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
の
汲

か
ら
文
化
財
を
守
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
い
問
題
で
す
。

品
轡
念
潮
崎
臨
〈
脚
内
蹴
揮
命
あ
ぎ
よ
号
)

重量稔重義氏真野領役綾

織
力
会
像
(
時
務
*
事
ん
ぎ
ょ
う
)

昭
和
二
十
四
年
一
月
一
一
十
六
日

世
霊
警
の
五
蓮
築
で
あ
っ
た

法
際
寺
金
堂
で
火
災
が
発
生
し
、

飛
鳥
美
術
の
代
表
的
な
壁
画
を
焼

失
す
る
と
い
う
不
幸
な
事
件
が
起

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
直
接
の
動
機

と
な
っ
て
、
間
柏
町
刊
二
十
五
年
文
化

財
保
護
法
が
第
汀
さ
れ
、
昭
和
一
二

十
年
か
ら
一
月
二
十
六
日
を
「
文

化
財
防
火
デ
l
」
と
定
め
文
化
財

の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
翠
巾
で
は
、
昭
和
一
日
一
十
二
年

十
月
、
市
内
の
有
形
・
無
形
の
文

化
財
を
保
護
し
よ
う
ζ

平
塚
市

文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
、
文

化
財
保
護
委
員
を
委
嘱
し
、
調
査

を
始
め
ま
し
た
。

堂

令
官
濯
E

抽
内
相
離
日
ザ

鳥

目

M

別

A
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が
守
ら
れ
ず
、
火
事
に
な
っ
た
ケ
一
マ
コ
ー
ス
情
勢
原
市
|
平
塚
市

1
ス
が
多
い
。
特
に
、
天
ぷ
ら
池
一
大
磯
町
二
宮
町
叫

火
災
は
二
十
二
件
発
生
し
て
お
一

-Z

一
5
語
講
駒
郡
掠

り
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
も
う
一
霊
協
輩
出
中

一
度
、
身
の
回
り
を
臨
時
か
め
、
十
一
春
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ

分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
大
規
模
工
場
の
火
災
を
想
定
し
て

{
火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト
〕
一
消
防
総
五
回
訓
練
が
行
わ
れ
る
。

件
数
は
、
注
意
事
項
か
守
ら
れ
一
マ
日
時

3
月
6
8
(木
)
午
前
一

な
か
っ
た
た
め
¥
昨
年
発
生
し
た
一

9
時

お

分

一

火
災
件
数
で
あ
る
。
一
マ
場
所
古
河
電
工
平
塚
電
線
製
一

マ

寝

た

ほ

と

や

、

た

ば

こ

の

投

げ

一

造

淳

一

捨
て
を
し
な
い

(
5件
)

一

一

草

壁

、

マ

y

チ

や

ラ

イ

タ

!

一

建

築

物

の

防

火

一

一

で

一

意

せ

な

い

す

件

二

講

演

会

を

開

く

一

多

く

の

人

が

出

入

り

す

る

一

マ

風

の

強

い

と

き

は

、

た

き

火

を

一

一

等
の
防
火
対
象
物
ゃ
、
工
一
し
な
げ

(
6
件
)
一
中
日
時

3
月
7

5

(
金
)
午
後
一

場
、
危
険
物
撃
を
対
象
に
、
立
一
マ
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
一

2
時
1
4持
一

が

失

わ

れ

て

い

る

。

う

免

守

っ

て

や

ろ

う

。

一

小

・

事

校

へ

入

学

す

る

予

定

立

ち
入
り
検
妻
美
智
、
室
長
一
議
議
れ
な
い
(
程
)
一
マ
会
場
平
害
勤
労
会
館
一
市
で
は
、
要
週
間
を
機
会
一
〔
こ
と
は
}
一
児
童
、
生
徒
裏
庭
へ
入
道
知
一

期
し
て
い
く
。
一
マ
家
の
一
周
り
に
、
燃
え
や
す
い
竺

Y
7
1
マ
嚢
物
の
繁
一
に
、
建
築
物
の
防
災
に
つ
い
て
笠
宮
い
う
ρ

赤

ち

ゃ

ん

こ

と

一

雪

送

付

し

た

一

書
で
の
火
災
発
母
校
況
を
み
一
を
置
か
な
い
お
件
)
一
マ
講
師
東
海
大
学
教
授
椎
b

明
言
し
て
い
た
き
っ
と
、
わ
か
り

EH
量
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
万
一
、
入
学
通
知
事
局
い
て
一

言
昨
年
一
年
間
で
九
十
四
件
一
?
風
呂
の
控
室
迄
し
な
い
一
国
雄
氏
一
や
す
三
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
が
、
気
長
に
直
そ
う
。
一
い
な
い
家
事
、
通
知
書
記
載
一

発

生

し

て

い

る

。

一

z
e
一

一

「

わ

裂

の

耐

震

診

断

と

補

墾

万

一

議

}

一

重

量

り

が

あ

る

場

合

は

、

ご

一

三
こ
れ
ら
の
火
災
の
う
ち
、
雪
一
マ
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
一

7

8
か
ら
建
一
浸
「
建
築
物
の
震
診
断
」
送
了
零
時
健
康
診
断
の
葉
、
早
一
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。
一

割
一
ん
に
呼
び
掛
け
て
い
る
注
意
事
項
雪
近
づ
け
な
い

(
4件
)
築
物
防
災
週
間
一
ガ
ラ
ス
の
落
下
防
止
対
策
」
義
一
く
治
療
し
て
お
く
さ
つ
に
指
一
言
一
芝
、
病
気
や
そ
の
他
の
喜
一

ぃ

J

L

歩

、

一

一

布

す

る

。

ま

た

、

多

く

の

ガ

が

利

一

れ

た

と

と

ま

、

こ

の

事

に

治

療

一

で

、

警

の

章

、

免

除

を

希

望

一

日

勝

央

キ

ャ

ン

ベ

i
ン
一
安
全
で
住
空
い
喜
づ
く
り
一
用
す
る
議
築
物
は
、
防
火
、
避
難
一
し
て
お
こ
引
。
一
す
る
と
き
も
ご
連
絡
を
。
一

燥

一

を

目

指

し

、

一

一

一

月

七

日

か

ら

十

一

一

一

一

設

備

等

の

防

災

査

察

を

行

う

。

一

{

身

の

ま

わ

り

}

一

マ

対

象

一

乾
市
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防
を
一
市
長
に
わ
た
る
紡
火
パ
レ
ー
ド
一
日
ま
量
一
斉
に
「
霊
童
こ
れ
を
機
会
に
、
警
の
防
一
衣
類
は
、
自
分
で
脱
い
だ
主
義
昭
和
号
4
月
2
日一

げ
よ
う
と
、
ミ
ス
七
夕
の
一
を
行
う
。
一
災
一
器
使
が
行
わ
れ
る
。
一
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
一
た
り
で
き
る
よ
う
に
。
ま
た
、
持
一
か
ら
お
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
一

一
言
ん
を
一
日
消
防
長
一
マ
臼
持

2
月
管
委
)
午
前
一
望
火
災
に
よ
り
多
く
の
建
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
建
築
指
導
一
ち
物
な
ど
の
整
理
繋
と
ん
の
喜
一
れ
た
児
童
一

安
キ
ャ
ン
ベ
-
ン
喜
一

9
器

マ

午

後

3
時

一

築

物

語

著

書

、

賢

人

命

一

課

内

線

六

0
3
へ

。

一

を

つ

け

よ

う

。

一

・

忠

義

需

品

年

4
月
2
B
一

l
I
l
l
i
-
-
i
l
l
l
?

一

[

い

主

雪

り

}

一

か

ら

岨

年

4
月
1
臼
ま
で
に
生
ま
一

一

懇

い

こ

と

を

し

た

と

き

は

、

す

一

れ

た

生

夜

一

「

官

一

ぐ

理

由

を

確

か

め

る

。

そ

し

て

、

石

達

先

教

育

委

員

会

学

章

一

F
J宅
一

惑

い

需

は

し

か

つ

て

も

、

悪

い

学

事

係

(

肉

警

三

二

)

一

一
子
と
決
め
つ
け
な
い
で
、
愛
情
を
一

1
1
1
1
l
i
l
i
-
-

一

量

一

持

っ

た

一

貫

し

た

し

つ

け

が

必

要

一

一

し

つ

け

患

い

一

で

あ

る

。

一

国

有

財

産

を

一

一

一

環

ひ

}

一

般

競

争

入

札

で

一

四
月
か
ら
小
学
殺
に
入
学
す
る
一
滋
び
の
と
き
は
、
行
き
J

先
、
時
一

i

一

児
童
は
、
市
内
で
約
三
千
二
百
五
一
間
な
ど
を
告
げ
さ
せ
、
遅
〈
ま
で
一
農
称
水
産
省
所
管
の
国
有
財
産
一

十
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
遊
び
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
け
じ
め
一
が
一
般
競
争
入
札
で
一
払
い
下
げ
ら
一

そ

こ

で

、

入

学

に

あ

た

っ

て

、

一

を

つ

け

よ

う

。

一

れ

る

。

一

お
母
さ
ん
方
に
気
を
付
け
て
い
た
一
{
事
故
防
止
}
一
円
v
物
件
土
地
(
市
街
化
反
域
内
一

だ
き
た
い
心
得
の
い
く
つ
か
を
紹
一
交
通
事
故
が
多
い
の
で
、
道
路
一
の
宅
地
克
込
地
)
一

介
し
よ
う
ο

一
へ
の
飛
び
出
し
、
道
路
の
渡
り
方
一
マ
所
在
・
閣
議
平
壌
市
大
神
字
一

〔
し
つ
け
}
一
な
ど
を
搭
導
し
て
、
子
供
自
身
が
一
台
川
原
二
八
九
九
一
コ
一
吉
一
一
一
一

子
供
の
し
つ
け
は
、
あ
ま
り
得
一
安
全
を
曜
か
め
て
行
動
で
き
る
よ
一
ト
開
平
方
M

一

し
つ
け
な
い
て
、
元
気
に
楽
し
く
一
う
に
し
よ
う
。
一
マ
入
札

(
2
月
四
日
に
公
告
)
一

遊

べ

る

環

境

づ

く

り

が

大

切

で

あ

一

一

・

日

待

3
月
四
日
(
水
)
午
後
一

る

。

去

、

子

供

に

は

そ

れ

ぞ

れ

一

入

学

通

知

は

届

了

喬

一

ほ

か

の

子

供

と

比

一

き

ま

し

た

か

?

で

場

所

然

平

塚

ム

局

庁

舎

一

一一
v
問
い
合
わ
せ
禿
平
塚
市
農
業
一

教
育
委
員
会
で
は
、
邸
時
に
一
委
員
会
(
内
線
=
二
ニ
八
)
一

今
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
、
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
蜜
涛
器
具
ト
を
使
う
こ
と

か
ら
、
今
年
も
二
月
一
一
十
八
臼
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
、
全
箇
一
斉
に
。
春
の
火
災
予
防
運

動
が
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
近
の
火
災
で
は
、
全
回
出
約
H
L
み
て
も
住
宅
か
ら
の
出
火

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
「
怖
い
の
は
消
し
た
つ
も
り
と
消
え
た
は
ず
」
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も
火

の
元
に
は
、
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
一
一
タ

一
は
、
火
災
予
防
運
動
の
初
日
、
一
一

市
で
は
、
第
六
次
(
昭
和
六
十
一
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
ぜ
一
マ
任
期

4
月
1
日
か
ら
む
年
3
一円

!
?
j
ぺ

一
年
度
・
六
十
二
年
度
)
市
政
モ
一
ひ
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
。
一
月
白
日
ま
で

2
年

間

一

戸

お

ニ
タ
ー
を
募
集
す
る
。
一
な
お
1

残
り
い
ニ
分
の
こ
の
市
政
一
寸
叫
謝
礼
年
額
一
万
一
千
円
一
一

1
・

式

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
「
自
然
を
一
モ
ニ
タ
ー
は
、
地
域
推
薦
と
市
長
亨
申
し
込
み
市
立
公
民
館
、
市
一
一
湯
船

四
愛
し
心
ふ
れ
る
つ
明
る
い
伎
み
よ
一
推
薦
と
な
っ
て
い
る
。
一
役
所
市
民
相
談
電
に
、
資
料
と
申
ゆ
ぱ

明
い
ま
ち
平
塚
」
亭
)
目
撃
た
め
の
一
マ
募
集
殿
絹

2
月
訪
日
(
土
)
一
込
書
量
買
で
あ
る
。
震
の
事

J
V

組

問
市
民
主
と
史
変
重
要
な
パ
イ
一
か
ら

3
5臼
(
尽
き
一
項
を
記
入
の
う
え
一
、
主
広
報
課
へ
功
口

善

明

プ

役

で

あ

る

。

一

マ

募

桑

人

質

H
人

一

郵

送

ま

た

は

持

参

す

る

。

ぺ

M

Z
今
回
は
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
五
十
一
マ
応
萎
落
選
以
上
の
市
民
一
マ
あ
て
先
干
草
壁
市
議
町
叫
捕

川
開
人
の
う
ち
、
約
三
一
分
の
一
に
当
た
一
(
国
や
地
方
公
共
図
体
の
常
勤
職
一

9

1

平

塚

市

広

報

課

広

穂

係

乙

献

立
る
十
四
人
を
一
般
公
募
す
る
。
市
一
員
、
八
議
選
挙
法
に
よ
る
公
織
に
一
(
内
務
一
一
五
五
)
酌

量
醐
民
の
皆
さ
ん
と
清
が
北
向
し
て
よ
一
あ
る
万
は
除
く
)

期跨 3月 5，ヨ-3月11司

会 場市民プラザ

;零時餐

り

青少年の健全育成を願って、みんなで:意見を

出し合いましょう。市長も参加します。

まちづく

子膏て/家躍、地域の役割
一一いま、私たちができることは一一

① 3月1臼(土)13持30分-16蒋

みずほ小学校体育館

① 3月15日(:J:)13待30分-16時

松延小学校体育館

担当企衛部広報諜(内線 355)

市

民

綴

謹

室

n
i一
一
一
一
内
線
一
一
丸
一
一
一

。
人
権
活
樺
格
談
九
2
月
四
日
(
火
)
、

3
月
4
日
(
火
)

。
行
慈
宮
情
相
談

P

日
時
1
日
時

。
一
般
法
種
相
談

2
月
間
日
(
火
)
、

3
月
6
日
(
木
)

3
月
日
日
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
1
日
時

。一登記
i

品
問
耗
謝
畿
相
談

2
月
H
日
(
金
)
、
日
時
1
日時

。
住
宅
構
談

2
月
四
日
(
火
)
、
日
時
1
四
時

。
一
融
市
民
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

O
潜
費
量
百
清
掃
談

2
舟白河口(金)、回日(金)、
3
月
7
日(金)、

叩時
3
日
時

。
下
輔
取
引
相
談

2
月
初
日
(
木
)
、
日
時
部
分
S
M
時

。
定
倒
年
金
綱
談

3
月
日
日
(
木
)
、
山
時
1
日
時

。
発
拍
明
珊
議
特
許
措
談

3
月
3
E
(
月
)
叩
時
1
日時

お気軽にご利用を
青
少
年
相
談
室
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)M

i七
一
一
一
一
一

け
jS金
曜
日
9
時
I13
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福
祉
会
館
お
よ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

令
心
配
ご
と
梅
談
樟
濁
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
1
日
時

。
母
子
相
談
坪
週
月
t

、
金
曜
日
、

9
時
3
日
時
加
分

。
車
穫
児
童
相
続
押
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
-3
同
時

。
高
齢
者
軸
揖
揖
談
心
理
選
月
5
金
曜
日
、

9
時
油
分
S
同
時

ヒ
曜
日
は
四
時
ま
む



与
、
事
業
、
即
位
当
、
不
動
産
等
の
一

7
2
月

一

出

白

金

扇

公

民

館

名

床

で

る

わ

所

得

が

あ

っ

た

方

。

一

7
2
月

間

同

日

農

協

鳩

支

財

汗

1
綴

ぽ

吋

串

へ

た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
、
給
一

7
2
月

初

日

差

益

館

活

…

仏

日

特

制

山

与
の
支
払
者
が
給
与
支
量
口
書
一
守
2
月

百

農

協

神

筋

書

…

…

立

T

Z

を
提
出
し
、
か
つ
給
与
ユ
所
得
以
外
一
マ
2
月

お

日

持

崎

公

民

館

…

…

を

び

諜

ぽ

弘

樹

軒

げ

の
所
得
が
な
い
方
は
、
申
告
ず
る
一
マ
2
月

初

日

金

田

公

民

館

日

…

上

及

門

載

す

臼

請

係

一

日

円

以

者

専

却

と

幻

の

事

必

要

が

な

い

。

一

V
2
月間
ω
臼

農

協

土

沢

支

所

員

…

校

る

の

満

生

バ

書

人

平
翠
巾
内
に
仲
は
ん
で
い
な
い
方
一
マ
2
月

習

豊

田

公

民

館

鞘

円

高

す

7

、

現

1

込

諜

一

鋭

坤

…

る

有

ト

八

し

付

、

f

rも
十

軒

詰

刊

百

九

一

無

料

相

談

開

く

鞘

士

制

M

M

引
事
時

一

一

一

木

技

法

資

ま

ね

を

含

む

)

や

、

不

動

産

収

支

内

一

い

る

方

。

一

税

理

士

会

護

支

部

で

は

、

申

一

土

査

育

の

所

万

年

月

き

せ

訳

書

の

写

し

を

持

参

の

う

え

、

主

主

・

県

民

税

の

申

告

用

紙

が

送

玄

量

事

き

方

な

ど

の

無

料

陶

芸

一

・

検

教

師

成

の

日

2

続

わ

一

一

一

'

玲

わ

技

義

み

。

自

に

申

告

を

。

一

ら

れ

た

方

。

一

棺

談

議

く

。

一

欄

麟

学

資

、

込

齢

付

験

げ

一
定
し
、
所
得
税
の
議
定
申
告
一
マ
期
日

2
月

昔

ま

か

ら

一

ヌ

波

横

に

見

年

受

受

問

。

申

北

口

が

、

必

要

な

方

一

一

一

へ

J

〉

一
審
を
提
出
し
た
方
は
除
か
れ
る
。
一

2
2臼
(

金

)

ま

で

一

ト

r
l

ド
H
H
H
i
l
l
v
L
V
I
H
I

守
昭
和
む
年
1
月
1
日
現
在
、
市
一
マ
源
泉
分
離
課
税
を
選
摂
し
て
い
一
・
時
間
午
前
品
部
分
よ
後
一
へ
相
談
窓
、
印
鑑
を
持
参
の
う
一
・
場
所
平
塚
競
輪
章
一
務
所
一
の
住
民
謡
)
②
市
税
完
納
証
明

内
に
住
所
が
号
、

ω年
中
長
一
る
禁
の
聖
書
が
あ
る
方
。
一

3
詰

分

一

ぇ

、

市

役

所

市

民

税

課

税

制

係

一

マ

応

募

資

格

@

高

に

1
年
以
苔
(
法
人
の
場
合
は
、
そ
の
代
表

一
一
〉
会
場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
一
(
窓
口
8
番
・
内
線
二
六
八
)
へ
一
上
引
常
続
き
居
住
し
、
住
民
築
本
一
者
お
よ
び
法
人
の
も
の
)
③
印

一
申
告
を
。
一
台
緩
ま
た
は
外
国
人
登
録
法
に
よ
一
鑑
(
法
人
の
場
合
は
社
印
お
よ
び

軽
自
動
準
の
一
な
お
、
遣
の
穀
自
動
車
露
一
り
平
塚
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
一
代
表
者
印
)
④
営
業
許
可
書

廃

車

申

告

を

一

言

、

次

の

と

こ

ろ

へ

。

一

と

室

内

に

お

い

て

、

過

去

1
一
議
議
免
許
誌
ま
た
は
そ
れ
に

一
7
2
輸
の
小
刑
言
動
型
車
、
軽
2
輪
一
年
以
与
希
望
す
る
売
底
と
同
一
の
一
か
わ
る
も
の

一
二
五
目
以
下
の
原
動
機
付
自
一
車
(
二
五

O
目
以
下
)
一
業
務
を
経
営
し
、
か
っ
、
こ
れ
に
一
マ
注
意
事
項
①
申
し
込
み
は
1

一
車
、
耕
送
機
選
手
る
場
合
一
・
相
模
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
一
よ
皇
室
維
持
し
て
い
る
こ
と
一
入

(
1

ま
1
暴
と
す
る

}
、
倒
月
一
臼
ま
で
に
終
車
申
告
一
(
電
謡
O
四
六
二
1
4邸
11100八
一
③
平
塚
市
税
お
よ
び
そ
の
地
平
一
②
周
忌
の
親
族
は
同
一
人
と
み
な

る
と
税
金
亦
か
か
ら
な
い
。
一
五
)
一
塚
市
の
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
一
す
@
両
日
の
穣
鎖
・
儀
格
に
つ

廃
-
芋
る
望
号
、
標
識
(
ナ
一
マ
3
輪、

4
輪
の
軽
量
車
一
い
こ
と
④
そ
の
他
、
刻
に
{
止
め
一
い
て
盛
巾
の
坊
主
従
う
こ
と

ノ
レ
ー
ト
)
、
様
識
交
付
一
・
軽
自
動
車
検
査
協
会
(
電
話
。
一
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
③
法
一
④
2
回
連
続
し
て
売
庄
の
貸
し
付

(
紛
失
し
た
と
き
は
窓
口
一
段
ハ
ヂ
花
八
六
一
六
)
一
人
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を
一
け
童
話
た
方
は
、
今
回
の
申
し

マ
持
参
す
る
も
の
①
住
民
票
一
込
み
は
で
き
な
い

(
外
忠
人
の
受
口
は
外
国
人
登
録
一
マ
問
い
合
わ
廿
先
平
塚
市
公
営

済
証
明
書
。
法
人
の
場
合
は
主
事
業
所
霊
轟
(
電
話
m
i一一冗

款
圃
受
諾
中
寄
」
棺
本
お
よ
び
代
表
者
一
一
一
一
五
)

験

。労務作業員(保育濁)……ー......1名

学 校 教 育 法 に よ る 中 学 校 以 上 を 卒 業 し 、 満35

綾以 Fの女子

の

手選一一啓悶立iν ゴ
一
月
十
三
臼
に
、
第
一
一
一
十
二
百
田
川
啓
一
一
)

崎
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
行
b

V

2
位
入
世
耳
目
A
(大
崎
栄
、
脇

割

れ

た

。

大

日

朝

、

量

一

村

泰

彦

、

柳

川

英

幸

、

涜
今
大
会
に
は
、
市
内
各
地
区
か
溝
上
健
二
)
一
四
月
か
ら
、
重
度
障
害
者
の
簿
一
マ
障
害
児
福
後
手
当
①
お
歳
未
一
う
ち
、
次
に
該
当
す
金
万

十
り
一
一
τ

王

子

会

君

、

富

マ

3
位

金

冨
B
(富
雄
司
一
祉
手
当
(
笛
)
が
改
正
さ
れ
る
。
一
満
室
宅
の
み
③
身
警
級
一
露
宮
口
基
礎
茸
金
の
非
該
当
者

間
所
前
か
ら
山
域
中
学
校
ま
で
、
五
森
勝
美
、
猪
慢
毅
一
階
、
沢
木
康
太
一
③
支
鎗
葬
丁
級
お
よ
び
2
級
の
一
部
相
当
一
②
特
別
障
害
者
手
当
の
非
該
当

時
区
間
二
八
-
一
ニ
キ
ロ
を
競
い
、
宮
崎
森
警
)
一
マ
特
別
障
害
者
手
当
事
護
士
精
神
・
精
薄
を
含
む
)
宗
一
者

)
チ
ー
ム
が
一
待
問
二
十
八
分
三
十
・
4
位
な
で
し
こ

B
、
5
佼
一
と
。
役
宅
の
み
(
入
院
3
か

月

一

得

制

限

宥

り

一

・

支

給

額

月

額

一

万

一

千

二

百

川
一
秒
で
優
勝
し
た
。
大
会
の
成
績
松
原
、

6
位
城
島
、

7
位
富
一
未
満
)
③
身
欝
等
級
1
級
の
一
了
支
給
額
月
額
一
万
一
千
二
一
由
一
五
十
月

越
は
次
の
と
お
り
。
〈
敬
称
懸
土
見

A
、
8
位
南
原
、

9
位
一
部
相
当
(
精
神
精
薄
を
含
む
)
一
五
十
円
一
詳
し
く
は
、
市
福
祉
総
務
諜
更

マ
国
間
脂
肪
旭
A
(市
川
豊
、
藤
江
潜
A
、
問
位
土
箆
②
所
得
制
限
あ
り
一
マ
楢
祉
手
当
初
歳
以
上
で
、
現
一
生
福
祉
係
(
内
線
一
一
一
一
二
)
へ
。

健

吾

、

宗

川

富

士

夫

、

裳

埠

誠

、

・

支

給

額

月

額

一

一

万

円

一

従

福

準

ナ

当

ゑ

旦

け

て

い

る

方

の

市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

強
化
地
域
と
は

大
規
模
地
護
対
策
特
別
措

護
法
に
よ
り
、
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
著
し

い
地
震
災
害
を
笠
ず
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
地
帯
閤
訪
災
に

関
す
る
対
策
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
地
撃
を
、
地
震
紡

災
対
策
強
化
地
成
と
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
平
塚
市 防災教室

を
は
じ
め
県
内
八
市
十
一
町

と
、
山
梨
、
長
野
、
岐
皐
、

静
岡
、
愛
知
の
六
幾
百
七
十

市
町
村
が
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
強
化
桝
域
で
は
、
予

惣
さ
れ
る
東
海
地
域
の
駿
河

湾
を
箆
話
相
と
し
た
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
八
穣
度
の
地
震
が
想

定
さ
れ
、
主
に
木
造
誼
肱
閣
の

被
害
が
著
し
い
震
度
六
以
上

と
な
る
と
見
込
ま
れ
る
地
域

で
あ
る
。

震
度
六
で
は
、
家
屋
の
倒

壊
は
約
三

O
軒
と
な
り
、
山

く
ず
れ
が
起
き
、
多
く
の
人

は
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
態

と
な
る
。

w

い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
落
問

ち
着
い
て
行
動
し
よ
う
。
明

審休みの特別企i白として、ファミリ 胞設は存会そ

聞きます。観光パスでご車内します。参加は無料。

。開催日 ① 3 }'l27日{木) ② 3月四日(土)

。所要時鶴午前 8時 50分(襲合)-午後 4時(解散)

。コース市役所(集合)-議事世平塚球場魚市

場…七開花(接食} 粗 太 ご み 暗 砕 処 坦 場 前 妨 総

合司11練場(ハシゴ事構技など)-市役所{解散}

。持害するもの昼貴

。事:lJn資格 市内主f主の親子、家族。ヂ院は、原則と

して小学生。

。応募往復ハガキに、参加者全員の住所、氏名、年

齢(学年も}、電話番号と害加希望日を記入のうえ

2 R28lJ (金)までに申し込む。各先着50名

援申し込み先干254 手塚市浅間町 9-1 苧塚市

役所広報課 議 話23-1111 (内線315)

き 2 fl22S (ニ主)
午撞 2時 30升 開 講

ところ市民センター;j;ーJ!I
指 ま軍 ミゲノレ・ゴメス・マノレディネス

パイオ リン ローラ・ポベスコ

-曲目 口ツシーニ歌劇セラミ デ序曲

メンデルスソーンパイオリン協奏曲外

入場料;::，000円(全席自由〉

前暗所 ， 市 民 セ ン タ ー (32-2235)

・ヤンレイレコ ド、カマヤストア、事局元瞳柴器居 昨革まで無料でしたが、今まで以上に

サクラ曹l吉本脂、ヨネザワ聾器居、花水寄居、 本格的クラシックさま棄を葉しんでいた

文型堂帯倍、なでしこ藩罵、大川書居、出口警 だこうと有料で実施する。

活、文林堂書届、ひかり堂、友月賞
担当市民センター事務局電話32-2235

と
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第
一
一
一
十
五
回
新
年
婦
人
の
つ
ど
い
は
、
一
月
二
十
三
日
市
民
セ
ン
タ
ー
に
、
一
千
四
百
人
の

主
婦
や
集
め
て
行
わ
れ
た
人
生
八
十
年
蒋
代
を
迎
え
て
「
受
比
ち
の
カ
を
地
域
社
会
に
役
立

て
る
に
は
」
と
、
六
人
の
方
々
が
婦
人
の
生
き
方
や
平
脅
て
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
主
張
を
述

べ
た
。
続
い
て
、
女
性
弁
護
士
渥
美
移
子
さ
ん
が
「
女
性
と
し
て
の
喜
び
、
悲
し
み
、
生
命
の

尊
三
を
、
弁
護
士
生
活
で
体
験
さ
れ
た
こ
と
を
通
し
て
、
具
体
的
に
お
訴
し
さ
れ
た
。
そ
れ

で
は
、
婦
人
の
主
張
の
…
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。

2段階お析となる交差点

らつ力、

ハ才、jレ"、.y"i者(ノ、ネリスト〕敬称略

-lllJII鍔久子 (1窓際ソ口フチミスト厚木)

-1京 弘 通 ( 伊 勢 原 中 央 口ータリークラブ)

・権守義久(大磯町商 E会青年部)

・ノト清本 'Fi (平塚市中央農業協同組合〕

・中村藤正事(平塚dil考年会議所)

一
一
月
一
一
一
日
感
即
分
。
こ
の
臼
、
市
内

の
保
脊
摘
で
、
立
ま
き
か
あ
る
と
い
う

の
で
訪
れ
て
み
ま
し
た
。

節
分
は
、
季
節
の
分
か
れ
目
の
意
味

で
、
立
春
、
一
斗
百
呉
一
一
品
枚
、
立
冬
の
前

の
臼
を
さ
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は

特
に
立
春
の
前
日
を
さ
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
寒
い
冬
か
ら
暖
か
い
春
へ
と

向
か
う
時
が
、
最
も
一
年
の
境
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
菌
児
た
ち
は
、
自
分
(
先

らつ
まちづくりシンポジウム
あなたの住む街ひらつかを諮る

噛基調書曹J資 まちのイメージ

議員市渋主主邦男氏(東海大教授

午後 111斗0分~4 時30分

ところ 中央公民童書



長
男
が
二
歳
半
の
持
で
し
た
。

7
T

南
原
上
町
母
線
ク
ラ
フ
の
会
員

脊
て
に
不
安
吾
抱
き
な
が
ら
悩
ん
は
、
三
十
一
名
。
一
ニ
十
代
か
ら
五

で
ば
か
り
い
た
時
、
仏
還
を
学
ん
ト
代
の
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

だ
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
年
七
、
八
回
開
く
講
習
会
や
座
該

こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
亡
会
、
旅
行
な
ど
は
、
王
育
亡
の
悩

私
が
得
た
の
は
、
先
輩
か
ら
の
ア
み
や
繋
背
開
握
、
家
庭
内
の
こ
と

ド
パ
イ
ス
、
一
牛
付
登
口
え
る
友
や
防
犯
な
ど
が
一
フ
1
マ
で
、
母
親
社
会
人
と
し
て
の
窃
一
分
在
取
り

入
、
和
の
大
切
さ
、
主
催
者
向
閣
の
と
し
て
必
要
な
内
容
は
か
り
で
戻
し
た
い
と
い
う
綴
望
は
、
現
代

苦
労
、
呂
立
し
た
女
性
の
生
き
方
す
。
入
会
し
て
か
ら
、
子
供
の
心
主
婦
が
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
も

で
し
た
。
外
に
出
歩
く
よ
う
に
な
を
時
び
起
こ
す
よ
う
な
言
葉
の
工
の
で
は
な
い
で
し
ょ
~
っ
か
。
高
齢

っ
て
、
母
か
ら
お
引
い
よ
J

に
留
守
犬
、
子
供
の
良
い
琶
を
見
い
出
し
化
社
会
と
な
り
、
「
子
育
て
が
終

番
を
さ
せ
る
の
は
か
わ
い
そ
う

t

て
あ
け
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
わ
っ
て
か
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き

な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
ま
た
、
手
芸
の
技
術
や
調
理
の
仕
る
か
」
は
、
♂
つ
の
課
題
と
な
っ

し
、
子
供
を
連
れ
て
い
く
の
な
ら
方
な
ど
を
知
り
、
臼
常
生
活
が
豊
て
い
ま
す
。

と
い
う
条
件
で
許
可
を
も
ら
い
か
に
な
り
家
族
か
ら
墓
古
こ
は
れ
平
塚
市
地
域
婦
人
団
体
連
笠
宮

色
々
一
一
定
だ
山
出
掛
け
ま
し
た
。
学
ま
し
た
。
は
、
市
行
設
の
各
種
委
員
会
に
委

び
た
か
っ
た
の
で
す
。
た
ま
た
ま
話
し
合
っ
て
い
く
中
で
、
若
い
員
を
送
り
出
し
、
婦
人
の
立
場
か

子
供
と
遊
べ
る
白
は
、
普
段
の
償
人
た
ち
は
先
輩
か
ら
学
び
取
り
、
ら
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

い
と
ば
か
り
す
分
満
た
し
て
や
る
私
た
ち
の
考
え
方
も
潤
い
て
も
ら
域
の
自
主
活
翫
の
育
成
に
重
点
を

よ
う
に
務
め
ま
し
民
そ
の
う
い
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
て
い
お
い
て
い
ま
す
。
連
察
E

で州市…い

ち
、
~
マ
マ
の
い
な

L持
の
方
が
く
、
有
益
な
会
だ
と
怒
っ
て
い
ま
た
講
師
叫
が
「
綴
る
と
い
う
こ
と
は

良
い
子
よ
」
と
母
に
誉
め
ら
れ
る
す
o

子
供
の
教
育
、
非
行
、
い
じ
非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
」
と
認
し

ほ
ど
平
岳
山
も
成
実
。
兄
弟
愛
も
強
め
な
ど
に
つ
い
て
も
、
占
人
で
悩
て
い
ま
し
た
。
縦
横
の
線
を
綴
っ

く
な
り
、
手
伝
い
も
し
て
く
れ
る
ま
ず
に
仲
間
と
中
問
題
解
決
の
糸
口
て
…
枚
の
布
宇
織
る
よ
う
に
、
関

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
傍
に
を
見
つ
け
、
少
し
で
も
解
決
し
た
体
相
互
の
共
通
の
自
的
に
向
か
つ

い
て
、
す
ベ
亡
満
足
さ
せ
て
く
れ
忽
ら
は
幸
い
だ
し
、
友
愛
の
輪
も
て
連
携
し
、
活
動
し
て
い
く
こ
と

醐
中
に
あ
る
も
の
だ
と
患
い
ま
す
。
る
の
が
最
良
の
母
で
は
な
い
と
子
広
が
り
ま
す
。
母
親
ク
ラ
ブ
へ
入
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

醐
自
立
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
自
分
自
供
か
義
え
ら
れ
ま
し
た
。
会
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
東
中
康
自
治
会
婦
人
部
は
、
か

翻
身
を
正
確
に
日
間
る
と
い
う
こ
と
で
私
は
、
心
の
財
産
作
り
と
し
て
私
の
家
族
同
母
レ
ピ
私
た
ち
夫
っ
て
一
婦
人
会
と
し
て
活
動
し
て
い

四
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
霊
社
会
の
覇
へ
書
す
る
こ
婦
、
子
供
一
丈
夫
人
で
す
。
農
ま
し
た
か
、
次
第
に
制
少
し
て
し

ず
に
自
分
を
み
つ
め
、
自
分
の
特
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
子
育
て
が
査
の
て
警
告
然
の
中
で
忙
ま
い
ま
し
た
。
き
て
も
う
-

T薬
品
こ
し
、
そ
れ
を
育
て
反
落
し
た
時
雲
の
役

E
し
く
働
い
て
い
ま
す
。
私
と
主
人
度
建
て
直
そ
う
と
、
思
議
人

噛
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
て
る
私
に
な
る
の
を
固
擦
に
、
こ
が
忙
し
い
官
、
母
が
喜
一
切
票
差
し
ま
し
た
。
現
在
で
は

臨
し
ん
の
と
お
っ
た
生
霊
万
、
磨
か
れ
か
ら
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
を
し
て
く
れ
ま
す
。
外
出
す
る
待
自
治
会
本
部
役
員
の
三
分
の
一

国
れ
た
壁
、
感
動
す
念
、
そ
ん
い
ま
す
。
は
、
お
互
い
の
住
吉
誉
を
一
聞
は
、
婦
人
が
毒
し
て
い
ま
す
。

一

日

い

は

目

白

山

げ

持

好

機

を

生

か

せ

れ

日

川

十

日

町

訪

山

引

の

訂

刊

日

当

一

河

川

北

限

月

一

口

か

ら

、

市

内

の

水

路

一

払

い

下

げ

に

関

す

る

ヲ

」

と

問

か

ロ

そ

れ

に

は

、

皇

室

ラ

キ

る

子

に

育

て

る

合

う

心

が

霊

蓄

の

基

本

だ

と

を

図

る

」

こ

と

を

章

一

に

、

だ

れ

よ

び

水

路

整

関

す

る

許

認

可

…

永

警

の

境

界

警

に

関

す

る

せ

警

告

に

し

な

け

れ

ば

な

り

小
a

中
ρ
T
A代
表
(
豪
州
開
小
)
患
い
ま
す

o

で

も

気

軽

に

震

で

き

る

よ

一

つ

な

票

、

県

か

ら

市

に

害

さ

れ

一

こ

と

掴
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
の

L
自
書
官
?
子
供
た
ち
も
、
母
線
ク
ラ
ブ
の
内
容
で
許
酪
を
立
て
て
い
ま
す
。
一
土
地
の
有
効
利
活
と
、
地
域
の
一
(
平
環
戸
丈
一
橋
函
約
二
百
M
U

一
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
な
お
、
す
で
に
燃
か
ら
出
用
詐

憲
克
や
毒
を
し
っ
か

2も
っ
私
麟
響
麟
響
品
お
母
さ
ん
方
と
顔
見
知
り
に
な
新
興
ハ
宅
地
に
あ
り
が
ち
交
問
一
皆
さ
ん
が
余
暇
を
室
思
義
に
過
ご
一

v利
用
期
間
約
2
年

一

マ

時

営

業

務

の

内

容

一

単

語

て

い

る

万

で

、

一

月

一

一

蹴
て
行
動
し
、
判
断
で
き
る
よ
う
に
譲
灘
な

P

Y

子
り
、
言
掛
け
ら
れ
る
の
が
う
れ
関
係
の
欠
如
も
、
新
し

ρ
公
民
館
一
せ
る
よ
う
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
一
寸
区
画
数
幻
区
磁
て
水
警
の
i
日
間
お
よ
び
使
用
許
一
十
一
日
で
新
聞
満
f
と
な
る
克

問

鱒

鱒

鮮

が

等

斡

二

北

、

c
o

ご

一

こ

f

一

、

一

i

一

一

で

る

こ

と

で

え

鍾

欝

亡

転

亀

藤

し

し

よ

う

一

す

子

供

7
2
f
の

事

t
よ
っ
て
望
ま
し
い
決
一
り
霊
し
て
し
る
「
平
塚
市
レ
ジ
一
{
上
平
塚
レ
ジ
ャ
義
一
可
に
関
す
る
こ
と
一
は
、
市
主
義
高
に
つ
い
て

醐
自
分
の
意
見
や
主
張
を
も
つ
に
議
線
機
鱒
線
鶴
鱒
鰭
鶴
喝
佐
い
さ
っ
す
る
羽
島
田
が
つ
き
、
ま
た
況
が
徐
々
に
出
で
い
ま
す
。
地
域
一
ャ
i
葉
樹
」
の
利
用
者
を
募
集
す
…

議
醐
は
、
霊
祭
で
な
く
て
は
な
り

d
j蓄
電
奪
回
の
思
か
な
い
宅
も
、
ほ
の
吾
妻
皇
官
も
、
婦
人
の
進
一
る
。
な
お
、
一
夜
宮
、
い
ず
れ
一

5
醐
ま
せ
ん
。
学
び
の
場
所
は
、
公
民
心
は
生
き
て
い
ま
す
。
心
は
働
か
の
お
母
さ
ん
方
が
白
辱
っ
て
く
出
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
も
約
十
六
平
古
川
で
あ
る
。
一

一
い
醐
舘
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
な
ど
を
利
い
て
い
ま
す
。
悪
く
一
見
え
る
も
の
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
か
ら
で
す
。
一
{
築
土
レ
ジ
ャ
ー
菜
麗
一

銭
関
用
す
れ
ば
よ
い
し
、
新
聞
か
ら
も
で
も
心
の
持
ち
方
、
働
か
せ
方
次
お
互
い
の
親
践
を
深
め
、
地
域
公
民
館
で
の
活
動
は
、
新
し
い
一
マ
所
在
平
塚
市
真
土
一
三
二
一

一
四
友
達
と
の
会
話
か
ら
も
学
べ
ま
第
で
プ
ラ
ス
に
変
え
て
ゆ
く
こ
と
に
密
着
し
た
母
競
ク
ラ
ブ
の
輪
会
員
な
ど
を
領
広
く
受
け
入
れ
、
一
(
大
野
公
民
館
商
一
円
U
U

一

醐
す
之
富
に
つ
い
て
は
、
料
理
し
が
で
き
ま
す
。
作
家
の
三
浦
綾
子
を
、
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
言
地
域
へ
と
輪
差
げ
な
く
て
は
な
一

7
2期
間

約
1
年

一

醐
な
が
ら
カ
せ
ッ
ト
を
開
〈
と
か
、
さ
ん
の
場
A

『
十
年
に
余
る
畏
い
い
と
患
い
ま
す
。
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
届
動
一
マ
区
磁
数
約
別
区
画
一

一
時
目
立
母
堅
持
問
時
詩
高
齢
化
社
会
は
詰
己
点
目
一
九
時
訪
れ
わ
持
1

一

隅
あ
り
、
母
親
で
す
が
、
午
前
九
時
た
。
星
野
富
弘
先
生
は
、
蓄
の
ま
ず
健
康
か
ら
液
教
育
の
場
で
あ
り
、
こ
の
地
域
一
(
平
塚
工
業
古
寝
耳
)
一

。
醐
か
ら
午
後
四
時
ま
で
勤
め
て
、
夜
授
業
亭
指
導
中
、
宙
返
り
の
失
敗
協
力
が
山
明
る
い
平
塚
の
ま
ち
づ
く
一
マ
利
用
周
期
尚
約
2
年

一

長
は
放
芸
人
学
を
受
講
し
、
読
書
会
か
ら
障
害
に
な
り
、
警
ぎ
わ
え
生
活
学
警
護
(
豊
富
)
り
へ
の
、
素
晴
ら
し
い
社
会
主
マ
区
画
数
必
区
画
一

を
月
に
一
一
回
中
由
憎
し
、
リ
サ
イ
ク
て
素
靖
ら
し
い
絵
を
描
い
て
い
ま
四
之
宮
生
活
学
校
で
は
、
前
年
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
一
{
徳
返
レ
ジ
ャ
i
菜

溜

〕

一

ル
シ
ョ
ッ
プ
を
備
局
員
い
て
い
す
。
こ
れ
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
度
に
引
き
続
き
、
健
康
室
長
か
。
…
マ
所
在
平
塚
市
襲
五
九
一
一

ト
%
誕

生
つ
)
た
ち
ず
作
っ
た
鬼
の
お
記
を
か

ぶ
り
、
角
を
つ
け
、
逃
げ
回
っ
た
り
、

追
い
か
け
た
り
。
「
泣
き
虫
ト
異
け
ん

か
鬼
飛
ん
で
行
け
」
と
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
豆
ま
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
か
ら
「
年
の
数
だ
け
岳
民
べ
ま
し

ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
食
べ
る
お
立
。

「
い
っ
ぱ
い
食
ぺ
ち
ゃ
っ
た
…
と
お
い

し
そ
う
。

明
る
い
は
ず
ん
だ
芦
が
、
有
害
を
呼
ぶ

よ
う
な
立
ま
き
で
し
た
。
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。
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月
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台
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の
7
1
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移動密書館あおぞら号の B程

ふじみ野団地集会所 I2月 15日 3月 1日

海宝寺 I 2月 18日 3月 4日

※豊閉公民館 I 2月 18日 3月 4日

漆田村ちびっ子広場 I 2月 19臼 3月 5日

域島公民館 I 2月 20日 3月 6日

議長岡崎公民館 I 2月 20B 3月 6日

業金問公民館 I 2月 21臼 3月 7日

土摩ノJ0宇校 I 2月25臼 3月11臼

※吉沢公民館 I 2月 25臼 3月 11日

※松主E小学校 I 2月 26日 3月 12臼

金目ノド芋校 I 2月27臼 3月 13臼

※ み ず ほ 小 学 校 ! 2月 27B 3月 13日

※万回貝塚市営住宅 ! 2月28B 3丹 14日

-照設時間 13時 30分 -14時 30分、※時3
15時 -16時 ふじみ野は14時 -15時

・雨天のときは中止となる

え

て

搬

入

す

る

。

二

喜

義

援

李

妻

都

轟

・
写
真
、
工
芸
、
絵
街
、
彫
刻
一
嬢
}

午
前
山
時
t
u
将
一
支
襲
蚕
が
丹
精
し
た
盆
殺
を

・
書
道
午
後
1
待
3
2
時
一
厳
示
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
教
育
一
・
期
間
2
月
幻
日
1
3
月
4
日

謡
道
官
悌
(
内
線
五
七
回
)
へ
。
一
{
ひ
ら
つ
か
消
妨
展
〕

一
審
の
火
災
予
紡
運
動
に
あ
わ

納

税

作

文

コ

ン

百

防

火

知

識

や

対

第

一

部

長

ク
i

ル

の

結

果

一

紹

介

す

る

。

一
・
期
開
3
月
6
臼
1
3
月
日
日

中
差
を
対
象
に
{
詰
れ
た
全
二
回
際
交
流
1
イ
ン
ド
・
ネ
パ
l

税
貯
蓄
受
口
連
愛
誌
の
税
に
一
ん
鍵
〕

る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
江
一
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
の
生
活
、

学
校
三
年
の
泊
中
聡
子
さ
ん
一
文
化
、
産
業
を
紹
介
す
る
。
ま
た

金
旭
中
学
校
一
一
一
年
の
諏
訪
日
目
一
両
雨
期
の
物
産
を
一
展
示
即
売
す
る
。

体
同
信
札
入
選
し
た
。
一
・
期
隠
3
丹
訪
日
1
3
月
路
日

ー

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

;

・
中
央
公
民
鐙
巾
民
ギ
ャ
ラ
ジ
1

(
霊
お
二
二
一
)

{
平
惑
星
学
校
繋
襲
五
笠
宮

小説・文学

「吾費量は猿でもある i覚書き

高田宏

幸せのものさし 謀本毅部

人情キツネ色 難波利三

古代縦揺 臼本文学概究資料刊行会

日 本 近 代詩歌史 野山第正

詩的リズム 管谷規矩雄

幕末を駆 ける 神塩次郎

国際情報 都市 ロス の死 角大 森実

家庭・生活

ア メ リ カンフラワー きらめき

アメリカンフラワー協会編

紙の民兵 広瀬正雄

全閣漢方名医 250選

阪科学情報センター編

辻留冬の料理 辻義一

ノTーティー ブ ッ ク 東一車・横浜

a bシティガイド編集部編

ファッションスペシャリスト入門

林邦雄

離婚と慰謝料 平山信一

五月はなぜめでたいか 岩井宏美

社会科学・その他

成熟社会の行方 飯田経夫

ライフコ ー ス と 世 代 轟 間 清 美 編 著

剣聖武蔵の生涯 赤松六郎

白本のふるさとNu1 泉欣七郎編

脱・結婚 善穣京子(ほか)著

女性の職業・転職ガイド 1986年絞

土麗書底編集部編

ジャンボ 墜落 吉 原 公 一 郎

世 界をホンネで読む長苔Ii!慶太郎

※このほかにも、いろいろ新しい本

が沢山そろえてあります。

• 2月22日(土) 壇賞公民賠

• 3月14日〈金〉 神田小学校校庭

合体盟関 揮週月曜日、月末

会博磐雄官 宇間連濁町12-41電酷33-5111

会郷土史教蒙

ー閉口 2月28日(金) -3月 2日(臼)

・時間 同時30分-20時30分 3月 2日は10

時-15時

・テーマ 平塘の地名を訪拍て

・対象 者革、一般 20人(申し込み制)

女寧悪事オ1)エンテーリング
湘南平で、地図と磁石でポイントを持見し

ながらゴ ルを白指す。(申し込み制〉

・日時 3月 9日{日) 9時-15時

・集合場所期南脅少年の家

・費用 250円(地図、テキスト代)

・持ち物弁当、車ポルベン

・対象親と子 30組口組2-4人)

会申し込み竜話か来館を

合体舘日毎週月曜日

合膏生年金輯

〒間浅潟町12-41 費量髄泣 7029 

望遠鏡で月や壕J曜を甑寵する。時間は18時
から20時まで。小学生以下は大人と→緒。こ害

加を。当日、雨天、""天白ときは、公民賠で

スライドにより援の話をする。

• 2月15日 〈土〉 量豊田公民館

命題然続祭会{港湾)

足柄層の地曹と民化石を観察する。

・日時 3丹 9口 (日) 9時-16時

・場所山北町堀沢付近〈南疋中止)

・申し込み 2月28日までに往揮はがきで。

多数のときは抽せんゼヲ0人 o

合体験学習 f拓主主義j

石に剖まれた銘文を写し取る拓本墨を作り

拓本自取り方を宇ぷ。

・日時 3月16日〈日) 10時 -15時

・材料費 500円
・申し込み 3月 10日までに往擢はがきで。

多数のときは抽せんで15人。

会移動博物館
。量豊田本郷璃湯泰愚

1<こども峡酒会

<1:>>3月 9白(冊目時、 M時・ 3階ホル

「みつはちマーヤの首蹟Jアニメ27分

f鹿蛤J (少女と帝鹿)アニメ20分

す映酒会

岱 3丹16白(臼) 10時、 M時自 3階ホール

「あしたを心豊かにJ24分

「山びこよ歌えJ33分〈文部省持選・日本

産業映画文部大原n畳n作品)

会 16ミリ映写機操作言葉習会

・期日 2月21日(金) -2月22日(土〉

・時間 9時日分-16時

・費用 500円(テキスト代〉

・持害する 物昼輩、はさみ、筆記用具

・申し込み 2月20日までに図書館視聴覚ラ

'(ブラリへ

会開揖時間

・貸出室、参考書 9時 -16時50分

・こども室 火~土曜日 13時-16時-50分

日曜日 9時--16時50分
合体曽田 智週月植田、月末

合富田轍轄 〒出境問町12一割雪量話31-0415
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時
服
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J
間
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話
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U一
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
男
子
季
、
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五
一
一
一
間
着
物

(
7
要
人
ぶ
ら
さ
が
り
憧
霊
、
剣
道
具

医
〈
日
〈
日
込
瞳
さ
一
せ
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
子
)
、
男
見
用
ス
ー
ツ

(
7
議
)
、
シ
ン
(
抵
学
年
用
)
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
、

同
開
別
問
問
ま
札
前
づ
~
一
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
本
棚
、
石
油
ス
ト
宅
い
す
、
女
の
子
自
転
車
(
叩
イ
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掴

3
盟
3
臨
輯
盟
韓
ク
一
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
り
も
フ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ベ
ピ
1
カ
}
、
チ
)
、
コ
ン
ビ
ラ
y
ク

第 4守5聖苦

お子さんを対象に開く。

闇金場平埋樺瞳湾簿穆堂

曜日程 3月28日午撞 1時四分から

輔母子健購苧輯と筆記用具を持事

開対象乳幼児

睡相談日 揮週水曜日

闇時間午前9時30分-10時30分

盟企場保瞳センタ

踊 内 容 体 重 測 定 、 栄 華 、 病 気 、 育

て方、予防接撞のことなど

醐持書するもの 母子瞳廉手植

瞳対象 2揖 6か月までの現兵力3屯
醐金場平車保韓所

盟国程 3月 3日、羽田、 17日

開時間午前 9時-10時 3Q分

盟申し込み電話で平埋埠瞳所 (32

0130)へ予約する。できるだけ先

妃乳幼児曲科教室の受講そ。

〈ア〉

一臨予骸務委護軍α滞寺翻

午控 1時30分から 3時まで。滋印

由合場は午桂 2時から 3時忘廷で。

調 擁 1期… 3回受ける

ー対象 2嵩 (24か月)から 4最

(48か月)までの幼児。なお、接語

間関は 2回、 3鴎とも 3週間から 8

週間。

瞳欝2期 1童話置ける

・対象車 1期の 3自包が格わって

から l年以上 1年 6か月以内の期間

に受ける。なお、第 1閣を早めに受

けて、第 2期もなるべく早く 4識ま

でに終了するようにしていただきた

し、。

瞳控芝草 1年以内にケイレン発作の

あった人は受けられない。

[3月]

26日 中原公民館、金日公民舘、

※岡崎公民館

27臼 神田公民館、※金田公民舘、

※域島公民館

28日 保健センター

錨
地
藤
疫
を
チ
ェ
ッ
ク

自由に利用できます。ゆ韓事ヰ開放}
叩由明助 隊勃交荷量密 卓球、パドミントン、パスケット、

軟式庭球 (13~16時〉、パレ~ (16--20時)

※各率蜜自とも、ラケット‘シャトJkポーM ;l;

必ず各自持事を。(体育館には用意してありませ

ん/)

"""" R肺

平
塚
保
健
所
へ
申
し
込
み
を

2 fl17隠(月)午後 1 時~8 時
3 fllOl3 (丹) 11 

3月24釘{月) I! 
運動自できる服装で書加し、上ばき用由選動

ぐつを用意してくださb、。(館内は土足踏禁で

すJ 親捜場内で由軟貴陪禁止ですq

揖 当 体 宵 稼 噂 輯31-3由。

保健センター健康相談

。毎透月曜日・金曜箆

(午前中)

。成人病相談

霊童話 34-0311 

マ
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推
せ
ん
マ

i
ク

な
お
、
な
ん
で
も
手
づ
く
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1
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幻
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3 ~ 15 a (ニ仁)
午 後2時から

ところ中央公民館

出演・リズム体操グループ

・ブヱアリーズ

・フラッシャーズ

・ジャギー&Msひらつか

主催平塚市中央公民館

きと
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守
日
程

3
月
四
日
(
ホ
)
3
3
月

訪
日
(
金
)

2

泊
3
5

マ
書
官
加
費
量
有
料

コ

ット

マ
県
立
華
野
高
等
職
業
訓
練
校
(
事

野
市
曽
題
一
一
二

0
・
篭
詰

m
l
O

八
七

O)

。
科
目
電
気
、
自
動
車
整
晴
、
建

築
設
計
、
木
材
加
工
、
測
量
・
製
図

問
い
合
わ
せ
は
平
塚
公
共
職
業
安

定
評
(
電
話
目
。
一

0
0
)
へ。

第
?
田
県
民
写
真
展
覧
会
(
公
募

展
)
白
作
品
を
毒
集
ず
る
。

マ
規
格
カ
ラ
!
・
モ
ノ
ク
ロ
共
に

半
切
り
以
仁
8
2ま
で
(
パ
ネ
ル
は

り
て
組
写
真
は
5
枚
以
内
(
総
面

積
二
O
H
J×
一
五

O日
ン
)

マ
出
品
料
単
一
千
円
、
組
二
千
円

マ
会
期

3
月
刊
日
(
火
)
3
3
丹

田
日
(
臼
)

マ
会
場
平
理
市
中
央
公
民
館

マ
搬
入

3
月
日
日
(
日
)
午
前
日

時
1
日
日

マ
摘
出

3
月
回
日
(
日
)
午
後
4

時
3
5時

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
社
会
教
育
課

指
導
保
(
内
線
五
七
四
)

マ
種
別
4
級
小
担
船
舶
槙
縦
士
試

験マ
身
体
検
査
、
学
科
試
験

・
5
時

3
月
四
百
(
火
)
午
後
1

之守
'
会
場

wr
域
農
協
ピ
ル
(
市
ぃ
l

塚
市

八
重
咲
町
3
8
)

マ
実
技
試
験

学
科
試
験
品
ロ
格
発
表
後
実
施
す
る

・
会
場
以
内
倉
ポ
ー
ト
マ
リ
1
Aノ

年
一
月
に
開
催
し
て
い
る
平
塚
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

観

光

歳

時

記

渓

で

、

広

く

皆

さ

〈

商

ヱ

繰

〉

ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
接
市
政
に
対
す
る
ご
ヰ
唇
見
、
ご

各
地
区
の
公
民
館
、
思
則
市
民
要
望
な
ど
は
、
広
報
課
広
聴
係

窓
口
セ
ン
タ
ー
(
ラ
ス
カ

1

(
内
線
一
二
五
五
)
へ
お
寄
せ
く

階
)
に
も
一
備
え
で
あ
り
ま
す
。
だ
さ
い
。

(
平
場
市
札
場
町
羽
田
)

マ
申
請
期
間

2
丹
田
日
(
水
)
1

3
月
8
日
(
土
)

マ
申
請
先
財
閏
法
人
日
本
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
協
会
相
聞
東
事
務
所
(
電
語

。
一
一
一
五
四
三
七
一
一
一
二
一
)

平
壊
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

暮
ら
し
の
問
謡
交
流
会
識
を
聞
く
。

マ
臼
時

2
月
目
日
(
木
)
午
後
1

時
泊
分
1
3時
却
分

門

v
会
場
平
田
噂
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
梅
屋
9
階
)

マ
テ
!
マ
衣
料
管
理
を
考
え
る

マ
申
し
込
み
先
県
平
塚
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
(
電
話
担

l
四
O
九
四
)

ス テ キ な パ ン フ レ ッ ト が 公 民 主 曹 に 驚 い て あ る

マ
期
日

2
月
M
g
(月)、

2
月

幻
自
(
木
)

・
持
品
問
午
後
6
時
3
8時

守
会
場
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

(
電
話
。
四
六
七
回
一
一
七

マ
テ
ー
マ
こ
れ
か
ら
の
質
金
問

題
、
賃
上
げ
闘
争
の
震
笠
と
課
題

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
勤
労
会

館
(
電
話
間
三
三
五
五
)
へ
。

ン

〈
敬
転
時
〉

V
笠
宮
播
祉
募
金
へ

神
奈
川
県
生
命
慌
険
協
会
湘
南
部

会
一
二

f
万
円
、
と
枝
喜
美
子
一

万
四
千
百
七
十
円
、
円
超
車
体
地
阿

連
合
会
会
長
樋
口
利
夫
一
二
万
八
千

円
、
浦
島
従
業
員
一
時
コ
一
万
六
千

一
一
百
二
一
十
八
円
、
受
講
生
一
同
一

万
円
、
市
役
所
市
民
伊
議
室
窓
口

六
千
四
百
二
十
七
円
、
関
東
公
営
競

技
場
サ
ピ
ス
業
協
同
組
合
二
万

一
千
円
、
相
槙
小
学
校
児
窓
会

千
四
百
九
十
五
円
、
ニ
瞥
喜
美
夫

九
千
一
一
…
百
六
十
一
円
、
館
田
龍
次

一
千
三
百
七
十
五
円
、
立
正
位
成

金
湘
南
教
会
十
万
円
、
食
肉
セ
ン

タ
ー
二
千
~
一
百
十
二
円
、
出
品
名

一
一
一
千
五
百
七
円
、
田
代
目
海
F

+
一

万
円
、
江
南
交
通
(
株
)
伐
表
取
締

役
鳥
海
瀬
一
外
職
員
一
間
三
万
八

千
二
百
円
、
一
一
一
世
間
樹
脂
芳
働
組
合
平

揮
支
部
十
二
万
五
千
六
百
五
十
五

円
、
東
海
大
学
口
1
タ
!
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
十
一
二
万
三
千
五
百
二
十
一
一
一

円
、
安
藤
雄
一
二
万
円
、
臨
来
軒

七
千
四
百
二
十
円
、
臼
産
車
体
八
幡

寮
自
治
会
一
…
万
二
千
一
一
一
百
七
十
五

円
、
平
場
五
月
会
五
万
円
、
監
名

二
千
八
百
三
十
一
一
円
、
和
田
利
彦

九
千
二
百
九
十
五
円
、
市
役
所
十

二
人
会
五
百
円
、
中
村
信
五
郎

一
千
円
、
(
株
)
共
和
技
楠
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
一
万
五
千
六
百
八
十
一
一
一

円
、
早
塚
市
車
究
偽
生
業
務
課
八

千
三
百
八
十
一
円
、
重
名
一
一
一
千
五

百
円
、
峯
尾
雅
文
五
千
円
、
鈴
木

内
料
外
科
医
説

5
4
七
百
一
一
一
十
六

円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所

一
万
円
、
古
木
ソ
テ
千
二
百

九
十
円
、
林
躍
酒
活
千
七
百
九

十
五
円
、
花
水
地
思
南
部
長
寿
会

六
千
六
百
十
五
円

マ
社
金
福
祉
へ

融
崎
輝
夫
五
千
円

マ
慈
ま
れ
な
い
児
(
方
〉
へ

平
塚
パ
フ
テ
ス
h

教
会
・
教
会
学

校
一
万
五
千
二
百
円
~
平
同
時
紫
苑

学
協
々
児
一
同
一
一
万
一
汀
一
一
ト
一

円マ
交
通
遺
児
へ

N
T
T
平
理
電
報
電
話
局
第
一
営

業
課
六
千
一
一
百
九
↑
九
円
、
内
海

達
夫
一
万
円
、
日
産
車
体
(
株
)

刷
出
・
治
貝
設
計
課
二
万
四
子
三
百

円
、
峰
尾
株
式
会
社
石
油
諜
第
2
S

S

九
千
点
百
じ
十
五
円

金
塚
市
社
会
構
祉
協
議
会
〉

犬、
摂動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

こによ之るのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を防くため、今回も次白日起で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

/~ H、犬を出される方は「印鑑Jr犬 の 鑑 札1

id三容ナ虎禁 'r霊犬子吻長Jそ持参のうえ会場へ

お出かけを。なお、収容車の停留時間は叩分

間。また、ねこは麻袋かタンホ ル結に入れ

ていただきたい。

3 !寺 l 箆 (ニと) 3fol8S(ニt)
9 : 00 神旧公民館 9 : 00 松原公民館

9 25 大里子公民賠 9 : 20 調関公民曲

9 : 50 塑旧公民館 9 : 40 花水公民館

10: 00 城島公民館 10 開高七克公民館

10: 3D 金田公民館 10: 30 中原公民賄

10 : 50 岡崎公民館 10 55 担公民館

11: 10 金け乏壬j民度符 11 : 15 チミi;.上モ含良

第 415警

ノ
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
毎

ま
ざ
ま
な
思
い
が
沸
き
上
が
り
、

入
り
混
じ
っ
て
、
す
っ
か
り
動
揺

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ぎ

も

ち

ろ

ん

、

組

長

相

談

で

き

〉
す
、
も
ん
も
ん
と
し
た
げ
が
続
さ

上
伊
ま
し
た
。

ηノ
そ
の
う
ち
、
男
友
&
百
聞
で
、

し
・
体
の
こ
と
、
性
の
こ
と
が
、
女
子

駐
し
に
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
話
題
に

な
り
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
つ
し
た

思
春
期
そ
迎
え
る
男
子
白
、
柏
会
話
を
友
達
と
重
ね
る
う
ち
に
、

妙
に
揺
れ
動
く
心
理
に
つ
い
て
話

A
Rの
不
安
は
、
少
し
す
っ
静
め

し

ま

し

ょ

う

。

ら

れ

て

い

コ

た

の

で

す

。

A
Rの
初
め
て
の
性
と
の
出
会

k
fの
怜
と
の
出
会
い
は
、
初

い
は
、
小
学
校
5
年
の
と
き
で
し
潮
と
い
う
形
を
と
り
ま
す
。
そ
れ

た
。
性
に
関
す
る
情
報
は
、
ち
ま
は
、
…
般
的
に
祝
う
べ
き
こ
と
で

た
に
あ
ふ
れ
、

A
Rも
知
識
と
し
あ
り
、
家
族
に
知
ら
さ
れ
る
も
心

て
は
、
支
に
多
く
む
こ
と
を
知
っ
て
す
。
し
か
し
、
男
F
の
射
精
体

て
い
ま
し
た
。
験
は
作
品
ず
と
違
い
、
ひ
そ
か
で
な

そ
ん
な
あ
る
円
、
初
一
一
一
一
二

K
発
か
な
か
表
面
に
は
出
て

め
て
寝
て
い
る
聞
に
射

hyJど
同
平
き
ま
せ
ん
。
思
春
樹
を

精
(
喜
)
を
し
た
わ
野
内
ブ
ヰ
迎
え
る
男
子
を
も
っ
た

け
で
す
o
A
在
、
舟
一
一
長
許
認
母
親
も
、
ど
一
つ
子
慌
に

現
に
知
ら
れ
た
ら
ど
う

E7主
主
出
世
し
て
よ
い
の
か
一
戸
惑

し
よ
う
、
ど
う
や
っ
て
惑

λ
fレ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

汚
れ
た
ド
者
を
処
分
し
一
一

1
i
:
E
J
い
よ
う
で
す
。

よ
う
と
い
っ
た
ド
安
に
か
ら
れ
ま
こ
の
よ
う
な
体
験
は
、
親
に
対

し
た
。
そ
し
て
、
及
達
よ
り
白
分
し
て
な
か
な
か
言
う
こ
と
が
出
来

は
半
過
怠
る
の
で
は
な
い
か
、
白
な
い
秘
密
で

F
ロ
そ
れ
は
、
友
達

分
の
体
は
ど
こ
か
お
か
し
い
の
て
と
の
秘
密
の
共
有
と
い
う
形
を
通

は
な
い
か
と
考
え
込
み
ま
し
た
。
し
て
親
か
ら
離
れ
、
そ
し
て
、
友

さ
ら
に
こ
う
し
て
自
分
が
全
ま
達
と
の
関
慌
を
大
事
に
し
て
い
く

れ
て
き
た
ん
だ
と
思
う
と
、
急
に
親
離
れ
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て

両
親
が
不
揮
に
み
え
る
な
ど
、
在
い
く
よ
う
で
す
。 > 79 < 

ドリン著「十九I詑紀列国史」、次

いで「近世社会主義」を共訳刊

行、続い て自警;欧州十九世紀

史 j (問 32年)を刊行、さらに

「英渇芳働者補憤法Jr英国工場

及手工場法j を翻訳した。

そして伺 36年には神奈川県農

会副会長の職に就くが、父子共に

念願していた耕地盤理を毘体化す

べく、年 、片唱して豊田村耕地

整理組合を尭足させ、自ら組合長

となって、ヨ望"、その第 1期工事

を完了した。この克施区域は、間

付の西北端賀子時〈すのこはし)

付近の 41密J3民で(県史・豊田

村会議事詩人ニの盤理は、整理

法叫)Im去によることから、後をに!日

撃 iFp，と手かされた，j主的整政とし

ては県ド最初日3も心である。

型 37年には、父直 Bが以前静

岡県下を中ぺ、に .-JN夜〈娘道も補

崩)し衆議院に持出した「治水に

関する諸寄期」の総括をする。

そ由佳、同日年と大正元年の

衆議院総選挙に li.i袋して盟政に書

写し、また東以米穀商品敬引所常

務理事など を 勤 め 、 昭 和 12年四

月刊日、惜しまれながら投し

守司
ι 。

※おたずね幡市""績さん時(穏輯

31-0429)へ (文責臼井弘〉

衆議院議員 2期を勤めた福井ニ準

造(1871--1937) は、政治家であ

り、また学究の人であった。

準造は、市内畳間小嶺(当時大

佐郡小嶺村)同省直言まの長男とし

て、明治 4年 9月 21口出生し

ヌこ。

京は、保に大福井と称された

事で、祖父源兵衛は、農に兼ねて

宮高を宮んで濯を成し、同家が!日

中部下屈指の還を農となるきき礎をつ

くり、昼間県第 2大[え 11IJ、ば毘

を勤め、また俳譜をたしなんで毘

亭主南と号し、養手雪崩若泉はじめ

多くの排人に影料を与えた。

父 ォ ( 1848--1917) は、明治

12年(1879)神奈川県議会諸島

lョ選、以来 5期にわたっ丈安

め、その問、杭且助を知っと n

;tll主権運動トニ奔り、近郷を'f'化、綾

子?として活躍した。 25年衆議

院議員に当選、その性、神奈川県

農工部行頭取に就任し、また箱根

ノ'1<-h発電株式会社や江ノ島電i近鉄

道株式会社の創設に尽力してい

る。

準i置は、壇応義塾大学理財学科

に学ぶカ号、その時、

{事加部体]、円以少年少女合口封切、出声合唱j司平塚コ

ールグリーン、さきとりマミ コル、コルなでし

こ、コール点ヒー、最善コ ラス、まcか コ ラ ス 、

湘南コール・カンハネラ、八幡コ ルフラワ 、ふじ

み 野コーラス、富士見合病院コーラス好会、平塚ミ

口ウァテ道府J幼稚額コーラス コールみなみはら、花

}ラスサークル、平塚児童汗唱問、コー

神田ママコール、コールマリンブルー、

コーラスみ Fほ、フラワーコール、コールグレース、

コールそれいゆ、ホ・こ1・ァ，ホコ、あゆみコール、

花水エコー合唱部、金出フラワーコーラス、 手塚混声

合唱団、く るはろん d 
担当 市民センタ}事詩J，，j ，;韮品32~ 2 2 3 5 
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